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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
い
や
い
や
い
や
い
や
い
や
い
や
…
マ
ジ
？

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
０
１
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
苦
労
度
Ｍ
Ａ
Ｘ
！

【
あ
ら
す
じ
】

　
は
じ
め
ま
し
て
。
天
裂
斬
…
。
そ
れ
が
今
の
俺
の
名
前
だ
。

あ
ま
さ
き
き
り
こ

聞
い
て
く
れ
。
俺
は
ハ
ガ
レ
ン
に
出
て
く
る
真
理
に
、
『
「
お
前
、
リ
リ
カ
ル

な
の
は
の
世
界
に
行
っ
て
こ
い
。
対
価
に
相
応
し
い
チ
ー
ト
や
る
か
ら
。
」
』

と
、
言
わ
れ
、
俗
に
言
う
「
チ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
」
を
さ
せ
ら
れ
た
。
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読
者
の
皆
様
！
ま
た
も
や
作
者
は
や
ら
か
し
ま
し
た
！

チ
ー
ト
、
ネ
タ
被
り
、
駄
文
、
不
定
期
更
新
、
原
作
ブ
レ
イ
ク
な
ど
な
ど
、
厨

二
な
展
開
が
過
分
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
！

苦
手
な
方
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
下
さ
い
。
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主
人
公
設
定
…
マ
ジ
？
（
前
書
き
）

皆
様
！
ま
た
ま
た
作
者
は
や
っ
ち
ま
い
ま
し
た
！

今
回
は
主
人
公
の
設
定
の
み
で
す
。

な
お
、
本
作
品
は
、
作
者
が
書
い
て
い
る
も
う
一
つ
の
作
品
、
『
ち
ょ
！
勝
手

に
つ
け
ん
な
！
！
』
の
息
抜
き
程
度
に
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
設
定
で
す
！
！
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主
人
公
設
定
…
マ
ジ
？

主
人
公
設
定

名
前
：
そ
こ
ら
辺
に
い
る
一
般
人
（
ト
リ
ッ
プ
前
）
↓
天
裂
斬
（
ト
リ
ッ
プ
後
）

あ
ま
さ
き
き
り
こ

年
齢
：
１
８
歳
（
ト
リ
ッ
プ
前
）
↓
５
歳
（
ト
リ
ッ
プ
後
）

容
姿
：
ト
リ
ッ
プ
前
は
１
０
０
ｋ
ｇ
超
え
の
中
肉
中
背
の
フ
ツ
メ
ン
↓
 

Ｂ
Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
天
鎖
斬
月
の
子
供
ｖ
ｅ
ｒ
．
（
ト
リ
ッ
プ
後
）

職
業
：
フ
リ
ー
タ
ー
（
ト
リ
ッ
プ
前
）
↓
小
学
生
か
ら
や
り
直
し
（
ト
リ
ッ
プ

後
）

性
格
：
テ
ン
シ
ョ
ン
は
低
め
。
し
か
し
、
熱
血
漢
。
ク
ー
デ
レ
。
キ
レ
る
と
恐

い
。
怒
ら
せ
た
奴
は
地
獄
を
見
る
。

好
き
な
も
の
：
仲
間
。
友
達
。
信
念
が
あ
る
奴
。
護
り
た
い
人
達
。
翠
屋
の
シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
。

嫌
い
な
も
の
：
Ｋ
Ｙ
。
現
管
理
局
の
全
て
（
一
部
の
人
間
を
除
い
た
）
。
芯
の

無
い
正
義
。
正
義
を
騙
る
糞
野
郎
共
。
平
和
を
乱
す
奴
。

チ
ー
ト
一
覧
：
以
下
の
通
り
。

・
天
才
の
頭
脳
＋
瞬
間
記
憶
能
力
。

・
『
金
剛
番
長
』
の
ヒ
ュ
ペ
リ
オ
ン
体
質
＋
『
と
あ
る
』
の
聖
人
の
身
体
能
力
。
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・
『
犬
夜
叉
』
に
出
て
く
る
天
生
牙
と
爆
砕
牙
＋
『
真
理
』
と
通
信
可
能
な
デ

バ
イ
ス
。

デ
バ
イ
ス
の
名
前
は
『
黒
椿
』
形
状
は
両
手
に
現
れ
る
、
真
紅
の
宝
石
が
嵌
め

く
ろ
つ
ば
き

込
ま
れ
た
黒
い
手
袋
。

Ｂ
Ｊ
は
ま
ん
ま
天
鎖
斬
月
が
着
て
い
た
フ
ー
ド
コ
ー
ト
。
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主
人
公
設
定
…
マ
ジ
？
（
後
書
き
）

こ
ん
な
感
じ
で
絡
ま
せ
て
い
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

次
回
ま
で
し
ば
し
お
待
ち
下
さ
い
。
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異
世
界
ト
リ
ッ
プ
…
マ
ジ
で
？
（
前
書
き
）

今
回
は
チ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
物
に
挑
戦
し
ま
す
。

そ
れ
と
、
真
理
が
余
計
な
事
を
し
て
く
れ
ま
す
。

何
で
こ
う
な
っ
た
…
ｏ
ｒ
ｚ

そ
れ
で
は
！
ど
う
ぞ
！
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異
世
界
ト
リ
ッ
プ
…
マ
ジ
で
？

お
か
し
い
…
。
俺
の
家
の
天
井
は
こ
ん
な
白
く
な
い
。
そ
れ
に
い
つ
も
の
布
団

の
感
触
も
し
な
い
。

あ
ぁ
。
自
己
紹
介
が
未
だ
だ
っ
た
。
俺
の
名
前
は
『
│
│
│
│
│
』
っ
て
あ
れ

？
名
前
が
出
て
こ
な
い
…
。

す
る
と
、
独
特
の
『
嫌
悪
感
』
が
残
る
声
が
聞
こ
え
た
。

「
『
や
っ
と
起
き
た
か
…
。
』
」

俺
は
驚
い
た
。
マ
ジ
で
。

だ
っ
て
目
が
覚
め
た
ら
、
目
の
前
に
居
た
の
が
、
あ
の
有
名
な
『
鋼
の
錬
金
術

師
』
に
出
て
き
た
『
真
理
』
だ
よ
？

「
…
…
…
…
。
」

あ
ま
り
の
出
来
事
に
フ
リ
ー
ズ
し
て
し
ま
っ
た
。

「
『
ふ
む
…
。
状
況
に
つ
い
て
い
け
な
い
か
？
な
ら
、
用
件
だ
け
一
方
的
に
言

っ
て
や
ろ
う
…
。

今
か
ら
お
前
に
は
“
リ
リ
カ
ル
な
の
は
の
世
界
”
行
っ
て
き
て
も
ら
う
…
。
拒

否
権
は
無
い
。
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俺
が
決
め
た
事
だ
、
恨
む
な
よ
。

そ
こ
で
お
前
に
は
対
価
を
払
っ
て
も
ら
い
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ー
ト
を
俺
か
ら
や
ろ

う
…
。
』
」

…
チ
ー
ト
？
そ
れ
よ
り
も
対
価
払
っ
て
も
ら
う
っ
て
…
。

「
…
お
い
、
何
で
俺
な
ん
だ
よ
？
他
に
も
い
る
だ
ろ
？
そ
れ
に
対
価
だ
と
？

お
前
い
っ
た
い
何
様
の
つ
ｍ
「
『
俺
様
だ
よ
！
小
僧
！
！
』
」

「
『
い
い
か
？
よ
く
聞
け
。
俺
は
本
来
な
ら
有
無
を
言
わ
さ
ず
お
前
を
消
せ
た
。

そ
れ
を
し
な
い
で
、
対
価
も
貰
わ
ず
わ
ざ
わ
ざ
説
明
ま
で
し
て
や
っ
た
ん
だ
。

行
く
か
行
か
な
い
か
？
選
択
肢
な
ん
か
最
初
か
ら
無
い
ん
だ
よ
！
！

解
る
か
？

て
め
ぇ
は
俺
に
従
う
し
か
無
い
ん
だ
よ
！

小
僧
！
！
！
！
』
」

重
圧
…
な
ん
て
言
葉
が
生
温
く
感
じ
る
位
の
『
何
か
』
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

な
る
俺
。

「
か
は
っ
…
あ
っ
…
は
っ
…
は
っ
…
は
っ
…
か
ふ
っ
…
」

息
も
で
き
な
い
位
の
『
恐
怖
』
。
息
が
で
き
ず
に
思
わ
ず
倒
れ
込
む
。
こ
れ
が
…
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「
『
あ
～
あ
、
脅
し
過
ぎ
た
か
…
。
本
当
に
人
間
は
脆
弱
だ
な
…
。

だ
か
ら
こ
そ
、
面
白
い
ん
だ
が
な
…
。
』
」

『
真
理
』
！
！
！
！

～
数
分
後
～

あ
れ
か
ら
落
ち
着
い
た
俺
は
チ
ー
ト
を
設
定
し
た
。

に
し
て
も
、
凄
ま
じ
い
。

こ
ん
な
奴
に
エ
ド
は
勝
っ
た
の
か
…
。

「
『
ふ
む
…
。
お
前
が
払
う
対
価
は
、
“
生
前
の
自
分
の
全
て
”
。
つ
ま
り
は
、

お
前
の
存
在
そ
の
物
だ
な
。

こ
れ
で
お
前
の
前
世
で
は
、
お
前
は
元
か
ら
い
な
か
っ
た
事
に
成
る
…
。

で
、
チ
ー
ト
は

・
天
才
の
頭
脳

・
瞬
間
記
憶
能
力
。
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・
『
金
剛
番
長
』
の
ヒ
ュ
ペ
リ
オ
ン
体
質

・
『
と
あ
る
』
の
聖
人
の
身
体
能
力
。

・
『
犬
夜
叉
』
に
出
て
く
る
天
生
牙
と
爆
砕
牙

・
こ
の
俺
、
『
真
理
』
と
通
信
可
能
な
デ
バ
イ
ス
。

デ
バ
イ
ス
の
名
前
は
『
黒
椿
』
形
状
は
、
両
手
に
真
紅
の
宝
石
が
嵌
め
込
ま
れ

く
ろ
つ
ば
き

た
黒
い
手
袋
。

Ｂ
Ｊ
は
ま
ん
ま
天
鎖
斬
月
が
着
て
い
た
フ
ー
ド
コ
ー
ト
。

ト
リ
ッ
プ
後
の
容
姿
は
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
天
鎖
斬
月
。
で
、
間
違
い
な
い
な
？
』

」「
あ
、
あ
ぁ
…
。
」

「
『
ふ
っ
ふ
っ
ふ
っ
ふ
っ
ふ
っ
ふ
…
。
そ
ん
な
に
怯
え
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う

…
。

別
に
獲
っ
て
食
う
わ
け
で
は
無
い
ん
だ
…
。

あ
ぁ
そ
う
だ
！
そ
れ
と
貴
様
に
“
賢
者
の
石
”
を
埋
め
込
ん
で
や
る
。

な
ぁ
に
心
配
す
る
な
…
。
不
死
に
成
る
だ
け
だ
…
。

あ
い
つ
ら
み
た
い
に
、
“
賢
者
の
石
”
が
消
え
て
も
、
死
に
は
し
な
い
が
な
。

そ
れ
と
犬
夜
叉
の
武
器
だ
が
、
お
前
に
妖
力
は
無
い
か
ら
な
。
大
サ
ー
ビ
ス
で
、

お
前
に
殺
生
丸
の
妖
力
を
入
れ
て
、
使
え
る
よ
う
に
し
と
い
て
や
る
よ
…
。
』
」
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は
？
『
賢
者
の
石
』
…
だ
と
！

「
お
い
…
ふ
ざ
け
る
な
よ
！
俺
は
そ
ん
な
事
、
頼
ん
で
い
な
い
！
！
お
前
の
興

味
本
位
で
勝
手
に
使
う
な
！
！
人
の
命
を
何
だ
と
思
っ
て
る
！
！
」

「
『
は
ぁ
…
。
ま
だ
理
解
し
て
い
な
い
の
か
？

俺
は
“
真
理
”
だ
。
た
か
だ
か
数
千
人
の
人
間
が
ど
う
な
ろ
う
が
知
っ
た
事
じ

・
・
・

ゃ
な
い
…
。

そ
ろ
そ
ろ
送
る
ぞ
…
。
』
」

「
な
っ
？
！
待
て
！
…
！
？
」

俺
は
真
理
の
野
郎
に
殴
り
か
か
ろ
う
と
し
た
。

そ
の
時
、
真
理
に
対
す
る
怒
り
で
単
純
思
考
に
な
っ
て
い
た
俺
は
、
自
分
の
状

況
に
気
が
付
い
て
な
か
っ
た
。

「
な
っ
？
！
こ
れ
は
！
“
真
理
の
門
”
の
！
あ
の
“
黒
い
手
”
か
！
！
」

そ
う
…
。
俺
は
何
時
の
間
に
か
『
真
理
の
門
』
か
ら
出
て
く
る
、
無
数
の
『
黒

い
手
』
に
捕
ま
っ
て
い
た
。
背
後
に
視
線
を
や
る
と
、
両
開
き
の
デ
カ
イ
門
の

中
に
巨
大
な
眼
が
有
り
、
俺
は
引
き
づ
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
中
に
押
し
込
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
た
。

「
ち
く
し
ょ
お
ぉ
！
！
せ
め
て
っ
！
！
一
発
だ
け
で
も
ぉ
っ
！
！
」
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そ
う
叫
び
、
何
と
か
前
に
出
よ
う
と
踏
ん
張
る
が
、
門
か
ら
出
て
く
る
黒
い
手

に
よ
っ
て
、
俺
は
地
面
に
押
さ
え
付
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
門
の
中
に
入
れ
ら
れ

る
。

「
『
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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ハ
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ハ
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ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
ハ
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ハ
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ハ
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ハ
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ハ
ハ
ハ
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ハ
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ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
！
！

お
前
！
俺
に
敵
う
と
思
っ
て
ん
の
か
？
！

愉
快
だ
！
最
高
だ
！
だ
か
ら
人
間
は
面
白
い
！
！
！
！
』
」

門
は
閉
じ
か
け
、
あ
の
真
っ
白
な
独
特
の
空
間
も
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
。

だ
っ
た
ら
！
！

「
お
い
！
真
理
！
！

憶
え
と
け
！
！
！
！
次
に
こ
こ
に
来
る
時
は
！
！
て
め
ぇ
に
！
！
絶
対
に
一
発

！
ぶ
ち
か
ま
し
て
や
ら
ぁ
！
！
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そ
の
時
ま
で
！
！
首
を
洗
っ
て
待
っ
て
ろ
よ
ぉ
！
！
！
！
」

ギ
ィ
ィ
…
バ
タ
ン
！
！

門
が
完
全
に
閉
じ
、
俺
の
意
識
に
闇
が
訪
れ
た
。

そ
の
後
の
『
真
理
』

「
『
俺
に
宣
戦
布
告
を
す
る
奴
な
ん
て
、
あ
の
時
の
餓
鬼
と
あ
い
つ
位
か
な
…
。

ま
っ
。
せ
い
ぜ
い
楽
し
ま
せ
ろ
よ
…
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
天
裂
斬
。
』
」

あ
ま
さ
き
き
り
こ
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ザ
ザ
～
ン
…
。
ザ
ザ
～
ン
…
。

「
う
っ
…
。
こ
こ
は
？
」

俺
は
ど
う
や
ら
あ
の
後
、
無
事
に
リ
リ
カ
ル
な
の
は
の
世
界
に
着
い
た
ら
し
い
。

砂
浜
に
仰
向
け
に
寝
て
い
た
俺
は
、
起
き
上
が
る
と
眼
の
前
に
広
が
る
、
夕
陽

の
所
為
で
橙
に
染
ま
っ
た
海
に
、
し
ば
し
見
惚
れ
た
。

カ
サ
ッ
…
。

「
ん
？
な
ん
だ
こ
…
。
真
理
の
野
郎
…
！
」

俺
は
自
分
の
声
に
違
和
感
を
感
じ
た
。
身
体
を
触
り
な
が
ら
確
認
し
て
、
つ
い

で
に
、
立
っ
た
。

目
線
。

低
過
ぎ
る
。

手
の
大
き
さ
。

５
歳
の
男
の
子
位
の
大
き
さ
。

声
。

声
が
高
過
ぎ
る
。

こ
れ
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
答
え
。

す
な
わ
ち
そ
れ
は
肉
体
の
幼
児
化
。

「
…
す
ぅ
。



16

真
理
の
馬
鹿
野
郎
お
ぉ
ぉ
ぉ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

目
の
前
で
沈
ん
で
い
く
夕
陽
に
、
そ
う
叫
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
ハ
ァ
ハ
ァ
ハ
ァ
ハ
ァ
…
。
」

《
あ
の
、
マ
ス
タ
ー
？
》

「
！
！
！
！
」

《
う
わ
！
！
マ
ス
タ
ー
！
？
そ
ん
な
に
驚
か
な
い
で
下
さ
い
！
此
処
で
す
！
マ

ス
タ
ー
の
手
に
は
ま
っ
て
る
…
、
左
手
じ
ゃ
な
く
て
！
右
手
で
す
！
！
》

い
き
な
り
聞
こ
え
て
き
た
声
に
驚
い
て
、
４
ｍ
ほ
ど
ジ
ャ
ン
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

誰
か
に
見
ら
れ
て
な
い
だ
ろ
う
な
。

「
お
前
が
俺
の
デ
バ
イ
ス
か
。
」

《
は
い
！
マ
ス
タ
ー
の
デ
バ
イ
ス
の
『
黒
椿
』
で
す
！
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
》

「
あ
ぁ
。
よ
ろ
し
く
、
黒
椿
！
」

俺
の
デ
バ
イ
ス
、
真
紅
の
宝
石
が
つ
い
た
手
袋
、
『
黒
椿
』
に
な
だ
め
ら
れ
る

事
１
０
分
。
混
乱
か
ら
回
復
し
た
俺
は
、
『
黒
椿
』
と
お
互
い
の
自
己
紹
介
を

し
て
い
た
。

『
黒
椿
』
の
基
本
ス
ペ
ッ
ク
は
、
飛
行
能
力
と
、
通
信
機
能
、
シ
ー
ル
ド
、
バ
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イ
ン
ド
、
広
域
探
査
（
半
径
３
０
ｋ
ｍ
）
だ
け
だ
が
、
な
の
は
達
の
よ
う
な
砲

撃
な
ど
の
攻
撃
魔
法
を
撃
て
な
い
代
わ
り
に
、
そ
の
他
の
性
能
は
他
の
に
比
べ

て
格
段
に
上
ら
し
い
。

さ
ら
に
、
両
拳
に
妖
力
を
纏
わ
せ
る
事
が
で
き
る
の
と
こ
と
。
そ
れ
と
、
魔
力

で
は
な
く
、
妖
力
で
機
能
す
る
ら
し
い
。

自
分
の
所
為
で
攻
撃
魔
法
が
撃
て
な
い
事
を
謝
罪
し
て
き
た
が
、
天
生
牙
と
爆

砕
牙
が
あ
れ
ば
十
分
だ
。
気
に
す
る
な
。
と
言
っ
て
お
い
た
。

《
そ
う
い
え
ば
マ
ス
タ
ー
！
手
紙
が
あ
っ
た
筈
で
す
！
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
》

「
そ
う
な
の
か
？
」

名
前
の
割
に
、
元
気
な
性
格
だ
な
。
と
思
い
つ
つ
、
手
紙
を
探
す
。

「
そ
う
言
え
ば
、
こ
の
辺
に
…
！
こ
れ
か
。
」

ペ
ラ
っ
…
。

俺
は
最
初
に
自
分
が
倒
れ
て
い
た
所
を
探
し
、
砂
を
被
っ
て
い
た
、
白
い
便
箋

に
入
っ
た
手
紙
を
見
つ
け
て
、
中
を
見
た
。

～
小
僧
へ
。
～

こ
の
手
紙
を
見
た
と
い
う
事
は
、
無
事
に
着
い
た
ら
し
い
な
。

ま
ず
、
お
前
の
名
前
は
天
裂
斬
だ
。

あ
ま
さ
き
き
り
こ

文
句
は
言
う
な
。
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次
に
、
そ
こ
は
原
作
の
始
ま
る
４
年
前
の
海
鳴
市
だ
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
肉
体
も
変
化
さ
せ
と
い
た
。
身
体
能
力
も
簡
単
に
調
節
出

来
る
筈
だ
。

天
生
牙
と
爆
砕
牙
だ
が
、
デ
バ
イ
ス
の
中
に
仕
舞
っ
て
あ
る
。
安
心
し
ろ
。
お

前
と
そ
の
デ
バ
イ
ス
以
外
の
存
在
が
持
つ
と
自
動
的
に
戻
る
様
に
し
て
お
い
て

や
っ
た
。
悪
用
さ
れ
る
事
は
無
い
。

そ
れ
と
金
の
心
配
は
す
る
な
。
こ
の
便
箋
に
入
っ
て
る
預
金
通
帳
は
お
前
名
義

で
登
録
し
て
い
る
。

残
額
を
見
て
、
腰
を
抜
か
す
な
よ
。

じ
ゃ
あ
な
、
連
絡
は
デ
バ
イ
ス
に
直
接
話
し
掛
け
れ
ば
、
俺
に
繋
が
る
。
応
答

が
な
か
っ
た
ら
…
。

諦
め
ろ
。

“
真
理
”
よ
り

Ｐ
Ｓ

～
お
前
の
身
の
上
は
自
分
で
決
め
ろ
。
～
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「
《
…
…
…
…
。
》
」

感
想
。

不
安
が
隠
し
き
れ
な
い
。

「
…
と
り
あ
え
ず
、
預
金
通
帳
を
見
る
か
？
」

《
…
！
そ
、
そ
う
で
す
ね
！
そ
う
し
ま
し
ょ
う
！
！
》

見
て
み
た
。

預
金
残
額
：
￥
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

え
？

１
０
０
垓
円
？

《
マ
ス
タ
ー
…
こ
れ
は
…
。
》

「
何
も
言
う
な
…
！
」
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《
し
か
し
！
》

「
気
に
し
た
ら
、
負
け
だ
…
！
」

《
…
分
か
り
ま
し
た
。
》

「
あ
り
が
と
う
黒
椿
。
」

《
い
え
。

…
！
マ
ス
タ
ー
！
》

「
ど
う
し
た
？
」

《
女
の
子
の
泣
き
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
！
！
》

「
女
の
子
？
」

ま
さ
か
。
こ
の
時
期
に
女
の
子
の
泣
き
声
っ
て
…
。

「
行
っ
て
み
る
か
。
」

俺
は
そ
う
言
う
と
、

《
え
っ
！
？
マ
ス
タ
ー
？
！
》

走
り
出
し
た
。

時
速
８
０
ｋ
ｍ
で
。
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～
あ
る
運
転
手
の
証
言
～

「
い
や
ね
！
驚
い
た
よ
！
！

な
ん
せ
５
歳
く
ら
い
の
坊
主
が
俺
の
車
と
タ
メ
は
れ
る
速
度
で
走
っ
て
た
ん
だ

か
ら
！

間
違
い
ね
ぇ
よ
！
！
だ
っ
て
あ
の
時
の
俺
の
車
の
速
度
は
、
時
速
８
０
ｋ
ｍ
だ

ぜ
！
メ
ー
タ
ー
だ
っ
て
見
た
さ
！
そ
れ
な
の
に
、
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
た

ん
だ
！
信
じ
て
く
れ
よ
！
！
」

～
以
上
、
警
察
に
ス
ピ
ー
ド
違
反
で
捕
ま
っ
た
あ
る
運
転
手
の
証
言
～

そ
の
頃
、
夕
陽
で
橙
に
染
ま
っ
た
公
園
。

そ
こ
に
あ
る
ベ
ン
チ
に
、
茶
髪
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
が
一
人
泣
い
て
い

た
。

わ
た
し
の
な
ま
え
は
、
た
か
ま
ち
な
の
は
。

５
さ
い
な
の
。
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「
ひ
っ
く
…
う
っ
…
え
ぐ
っ
…
…
」

「
…
な
ん
で
、
泣
い
て
い
る
ん
だ
？
」

「
ふ
ぇ
？
」

こ
え
が
き
こ
え
て
、
か
お
を
あ
げ
る
と
、
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
、
お
ん
な
の
こ

？
が
い
た
の
！

や
っ
ぱ
り
、
な
の
は
だ
っ
た
か
。

「
え
と
…
え
と
…
。
」

「
あ
ぁ
…
。
自
己
紹
介
が
未
だ
だ
っ
た
な
。

俺
は
天
裂
斬
だ
。

あ
ま
さ
き
き
り
こ

君
の
名
前
は
？
」

「
あ
、
う
ん
！
わ
た
し
は
た
か
ま
ち
な
の
は
。
５
さ
い
な
の
！
」

「
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
な
の
は
。

何
で
泣
い
て
た
か
教
え
て
く
れ
な
い
か
？
」

「
…
…
…
。
」

や
っ
ぱ
り
、
話
す
の
は
嫌
か
？
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俺
は
な
の
は
の
隣
に
座
る
。
ベ
ン
チ
の
冷
た
さ
が
腰
を
伝
っ
て
、
全
身
に
来
る
。

「
…
あ
の
ね
、
お
と
う
さ
ん
が
け
が
を
し
ち
ゃ
っ
て
、
お
か
あ
さ
ん
も
、
お
ね

え
ち
ゃ
ん
も
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
も
、
み
ん
な
、
い
そ
が
し
そ
う
な
の
…
。

だ
か
ら
、
な
の
は
は
、
…
み
ん
な
の
じ
ゃ
ま
に
、
す
ん
っ
、
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ひ
っ
く
、
ひ
と
り
で
、
ひ
く
、
ひ
と
り
で
…
。
」

…
心
が
痛
む
な
。
こ
ん
な
優
し
い
娘
が
傷
付
い
て
、
優
し
く
さ
れ
て
る
家
族
が
、

こ
の
娘
の
優
し
さ
も
孤
独
も
気
付
か
な
い
な
ん
て
…
。

「
ふ
ぇ
？
」

俺
は
無
言
で
な
の
は
の
頭
を
撫
で
た
。

撫
で
な
が
ら
俺
は
な
の
は
に
俺
の
思
い
を
伝
え
る
。

「
…
な
の
は
。

辛
か
っ
た
ら
、
頼
っ
て
良
い
ん
だ
よ
。

伝
え
て
良
い
ん
だ
よ
。

一
人
が
嫌
な
ら
寂
し
い
っ
て
。

皆
と
一
緒
に
居
た
い
っ
て
。

な
の
は
、
今
は
俺
が
い
る
。

だ
か
ら
、
今
は
俺
に
頼
れ
。
」

「
う
、
う
、
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
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ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！

ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！

ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

な
の
は
は
俺
に
抱
き
つ
い
て
泣
き
叫
ぶ
。
そ
し
て
、
思
い
の
丈
を
ぶ
つ
け
て
き

た
。

「
も
う
、
ひ
く
、
も
う
ひ
と
り
は
い
や
な
の
！

ぐ
す
っ
、
さ
み
し
い
の
！

ひ
っ
く
、
み
ん
な
と
、

え
ぐ
っ
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
い
の
！
！
」

ま
た
泣
き
出
す
な
の
は
を
、
俺
は
抱
き
し
め
て
慰
め
る
。

「
大
丈
夫
。
そ
う
言
え
ば
、
伝
え
れ
ば
、
き
っ
と
。
」

「
ひ
っ
く
、
ほ
ん
と
う
？
」

涙
目
と
上
目
遣
い
で
見
て
く
る
な
の
は
。
ぐ
っ
…
か
わ
い
い
…
。

「
あ
ぁ
。
な
の
は
み
た
い
な
優
し
く
て
可
愛
い
娘
の
家
族
な
ん
だ
ろ
？

だ
っ
た
ら
、
な
の
は
の
言
葉
を
、
気
持
ち
を
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
く
れ
る
さ
。
」

「
ぐ
す
っ
…
。
え
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ
へ
。
」

目
の
淵
に
涙
を
溜
め
て
、
照
れ
な
が
ら
、
鼻
水
も
垂
れ
て
い
る
が
、
今
の
彼
女

に
と
っ
て
の
、
最
高
の
笑
顔
が
見
れ
た
と
俺
は
思
っ
た
。

や
は
り
、
子
供
で
も
女
は
笑
っ
て
な
い
と
な
。

顔
が
赤
か
っ
た
が
、
ま
さ
か
な
…
。
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俺
は
な
の
は
の
鼻
水
や
ら
涙
や
ら
を
何
故
か
手
元
に
あ
っ
た
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
で
拭
い
て
や
り
、
帰
ろ
う
と
し
た
が
、

「
お
れ
い
が
し
た
い
の
！
わ
た
し
の
お
う
ち
に
く
る
の
！
」

と
、
な
の
は
に
腕
を
掴
ま
れ
て
し
ま
っ
た
為
、
仕
方
な
く
承
諾
し
た
。

ま
さ
に
そ
の
時
だ
っ
た
。

「
貴
様
！
な
の
は
か
ら
離
れ
ろ
！
！
」

最
強
の
高
町
恭
也
が
現
れ
た
。

シ
ス
コ
ン



26

異
世
界
ト
リ
ッ
プ
…
マ
ジ
で
？
（
後
書
き
）

と
い
う
わ
け
で
、
い
き
な
り
シ
ス
コ
ン
と
遭
遇
し
ち
ゃ
っ
た
斬
く
ん
！
ど
う
成

る
ん
で
し
ょ
う
か
？
！

「
作
者
の
都
合
と
技
量
が
鍵
だ
。
」

そ
れ
で
は
皆
様
！

次
回
ま
で
乞
う
ご
期
待
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

いやいやいやいやいやいや…マジ？
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